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抜歯しない埋伏歯の矯正治療
―含歯性嚢胞を糸口として―

近年、下顎第二大臼歯と第三大臼歯の重層埋伏症例が散見さ

れる。かつて重層埋伏に対して、下顎第二・第三大臼歯を抜

去する治療法が報告された。矯正治療では、下顎第二大臼歯

あるいは第三大臼歯を抜去し、第三大臼歯あるいは第二大臼

歯を保存することが報告された。

一方、この重層埋伏において治療法も重要だが、下顎第二大

臼歯が水平埋伏する原因も重要である。下顎第二大臼歯は第

三大臼歯と異なり、萌出空隙不足が原因とは考え難い。この

原因が解明されれば予防も可能であろう。

このキーワードは萌出嚢胞であると考察される。萌出嚢胞は

歯槽粘膜に発生する比較的稀な嚢胞で、萌出間近に発生する

ため歯肉肥厚や萌出遅延による埋伏と誤診されることも多い。

しかし、適格な診断が行われれば、萌出嚢胞は稀とはいえず、

しかも下顎大臼歯を近心傾斜させる一つの原因である。

萌出嚢胞と含歯性嚢胞は濾胞性歯嚢胞とも呼ばれ、発生時期

が異なるが、組織学的には同等である。いずれも貯留液内圧

が高く、この内圧により埋伏歯は近心傾斜することがある。

今回、含歯性嚢胞の治療を通して、その発生機序と治療法を

考察する。また、萌出方向異常に伴う埋伏歯の矯正治療を、

症例供覧しながら解説する。埋伏歯の矯正治療が普及・発展

すれば望外の幸せです。
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